
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 岐 阜 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 瑞浪市立瑞陵中学校 ﾌﾛﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰ 後藤 正英

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ３ ３ １ １０
２１

生徒数 １１２ １１２ ８８ ２ ３１４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

個が育つ授業
～一人一人に基礎・基本が身に付き，個の伸びを支える教科指導～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ 実施学年･･･全学年
○ 実施教科

・数学，英語･･･少人数指導
・理科･･･ＴＴ指導
・国語，社会，音楽，技術家庭，保健体育･･･一斉指導

( ) 年次ごとの計画2

個が育つ授業○ テーマ
～一人一人に基礎・基本が身に付き，個の伸びを支える教科指導～

○ 研究の見通し（仮説）
教科の基礎・基本を明らかにし，教材，指導方法，評価の方法の３つの

視点から，個に応じた指導を工夫すれば，教科の基礎・基本を身に付け，
さらに興味・関心に応じて自ら学ぶ力を身に付けた生徒が育つであろう。

平 ○ 研究の内容・方法
成 １．個に応じた指導のための教材開発

①教科の基礎・基本を確実に身に付けさせる教材の工夫15
年 ②個のよさを生かし，自ら学ぶ力を伸ばすための教材の工夫
度 ２．個に応じた指導方法の工夫改善

①個に応じた指導のための指導形態の工夫
②個に応じた指導のための指導過程の工夫

３．個が伸びを実感でき，次の学習に生かせる評価の工夫
①授業評価を生かした授業の改善

（ ， ）②個が伸びを実感できる評価 生徒の自己評価・相互評価 教師の評価
方法の工夫

個が育つ授業○ テーマ
～一人一人に基礎・基本が身に付き，個の伸びを支える教科指導～

○ 研究の見通し（仮説）
教科の基礎・基本を明らかにし，教材，指導方法，評価の方法の３つの

視点から，個に応じた指導を工夫すれば，教科の基礎・基本を身に付け，



さらに興味・関心に応じて自ら学ぶ力を身に付けた生徒が育つであろう。平
成 ○ 研究の内容・方法

１．個に応じた指導のための教材開発16
年 ①教科の基礎・基本を確実に身に付けさせる教材の工夫
度 ②個のよさを生かし，自ら学ぶ力を伸ばすための教材の工夫

２．個に応じた指導方法の工夫改善
①個に応じた指導のための指導形態の工夫
②個に応じた指導のための指導過程の工夫

３．個が伸びを実感でき，次の学習に生かせる評価の工夫
①授業評価を生かした授業の改善

（ ， ）②個が伸びを実感できる評価 生徒の自己評価・相互評価 教師の評価
方法の工夫

( ) 研究推進体制3

【全校研究会】職員会

：◎研究主任（フロンティアティーチャー 、研究推進委員会 ）
校長、教頭、教務主任、各グループ代表

Ａ代表 ○ Ｂ代表 ○ Ｃ代表 ○

主 主 主
任 主 任 主 主 主 主 任教科主任会
： 任 ： 任 任 任 任 ：
数 ： 社 ： ： ： ： 理
学 英 会 国 音 科Ａ Ｂ Ｃ保健 技術

体育 家庭 教科グループ グ グ グ科 語 科 語 楽
教科 教科 部会別研究会 ル ル ル科 科 科 科 科ー ー ー

部会 教科 部会 教科 教科 教科 教科
プ プ プ部会 部会 部会 部会 部会

少人数指導・評価 ＴＴ・評価教材開発・評価

各 学 年 会

※少人数指導に視点を当てた数学と英語をＡグループ，ＴＴ指導に視点を当て
た理科をＣグループとした。一斉指導の国語・社会・音楽・技術家庭・保健
体育の５教科はＢグループとした。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○ 研究内容１について
・生徒一人一人の「習熟度」や「興味・関心」に応じて，素材の内容や題材の
与え方を工夫することによって 「基礎・基本」を確実に身に付けることが，
できた。
≪数学科≫ 少人数指導における素材と提示の仕方の工夫

コース 素 材 提 示
Ａ町からＣ町を通って ｋｍ離れたＢ町まで行か め 13

コース 言葉の式と図った。Ａ町からＣ町までは時速５ｋｍ，Ｃ町からＢ
（基礎） 表を利用して町までは時速４ｋｍで歩いたら，３時間かかった。

ＡＣ間の道のりを求めなさい。
Ａ町からＣ町を通って ｋｍ離れたＢ町まで行うさぎ 16

コース 図を利用してった。Ａ町からＣ町までは時速５ｋｍ，Ｃ町からＢ



町までは時速４ｋｍで歩いたら，３時間 分かか（発展） 24
った。ＡＣ間の道のりを求めなさい。

○ 研究内容２について
・ 習熟度」や「興味・関心」を通してとらえた生徒の実態に応じて，ＴＴ指「
導体制や少人数指導体制で指導することによって，生徒一人一人に「基礎・
基本」を身に付けることができた。

・単元や単位時間に個の「習熟度」や「興味・関心」に応じた指導過程を工夫
し，授業を構成したことで，主体的に学習する生徒の姿が増えてきた。
≪数学科≫
習熟度別少人数集団編成の手順 ３つの指導体制の位置付けと

コース設定指導体制①レディネステスト実施
↓ 本時のねらい 指導体制

②生徒のコース希望調査 数学的な知識・理解の定着 一斉指導
（ ）↓ 数学的な見方や考え方の広がり 補助型TT

③教師による助言・指導，調整 数学的な表現・処理の定着 少人数指導
（ ）↓ 数学的な見方や考え方の理解 習熟度別

④コースの決定 数学的な見方や考え方の深まり 少人数指導
数学的な関心・意欲・態度 （課題別）

コース設定
コース 人数 コース内容

基本的な数学的な見方や考え方，基礎的な表現・処理の技かめコース クラスの
能を補いながら，本時の課題解決に取り組む。（基礎） ３分の１程度
身に付けている数学的な見方や考え方，基礎的な表現・処うさぎコー クラスの

理の技能を自ら利用し，本時の課題解決に取り組む。ス（発展） ３分の２程度

≪英語科≫
≪ ≫ ≪ ≫ ≪ ≫[基本形] ＰＬＡＮ ＤＯ ＳＥＥ

Ａコース
TT TT一斉 習熟度別少人数指導 一斉

Ｂコース

[パターン１]
コース コースA A

TT TT TT一斉 習熟度 一斉 斉習熟度 一

コース コースB B
[パターン２]

ｺｰｽ Ｃ集団 ｺｰｽ Ｃ集団A a

TT TT一斉 習熟度 等質 習熟度 等質 一斉

ｺｰｽ Ｄ集団 ｺｰｽ 集団B b D

≪理科≫
理科の 指導形態の３つの型TT

：Ｔ１とＴ２が協力して指導・援助する。協力型
：Ｔ１とＴ２が役割分担して指導・援助する。分担型
：Ｔ１とＴ２のどちらかが補助的な役割で指導・援助する。補助型
※単元指導計画への位置付け
※単位時間内での３つの型の使い分け

○ 研究内容３について



・学習過程の各場面における授業評価を位置付け，実践した結果から，意図的
に指導・援助を行うことで成果をあげた。また，教材を授業評価させたこと
で，その内容や与え方をより有効に改善することができた。
≪理科≫…「４種類の白い粉末を物質の性質により区別する授業」

評価項目
問( )課題はわかりやすかったか1
( )予想は立てられたか。2
( )実験は進んでできたか。3
( )考察は書けたか。4

（ …よくできる， …できるなど，A B
…あまりできない， …できない）C D

評価の結果⇒

， 。※ 評価をしている生徒に対して ＴＴの分担型で意図的に指導・援助するC

≪国語科≫…１年「読むこと」
単元末の授業評価（授業評価２）

プリントに書かれてい 答：はい…８３％問：
た 「読み取りの視点」は参 普通…２７％⇒
考 になりましたか。 いいえ…０％

・どう使って良いかわからない
時があった。
・自分で考えたい時もあるか
ら，読み取りに慣れてきたら
なくてもよい。

【改善案】
視点」を生かしきれない生徒のために，具体例を示す。・「
個の実態に応じるために 「視点」をヒントカードとして提示し，使うか・ ，
どうかを選択できるようにする。
視点のついてないもの 「視点のついたもの 「視点とその具体例がつい・「 」 」

」 。たもの など個の習熟の 程度に応じた複数の学習プリントを作成する

２．今後の課題

○ 研究内容１について
・生徒一人一人の習熟度や興味・関心をさらに詳しく把握し，その結果を生か
すことのできる教材開発

○ 研究内容２について
・生徒一人一人の多様な見方，考え方，興味・関心，習熟度の程度にさらに応
じた指導形態の編成の仕方や指導形態の生かし方

○ 研究内容３について
・さらに個を伸ばす授業改善のための，自己評価の項目と方法，単元における
「授業評価１」の位置の検討

授業評価の結果（単元：身のまわりの物質と性質）

14

15

7

0

12

16

8

0

25

11

0

0

9

23

4

0

0 20 40 60 80

A

B

C

D

課題 予想 実験 考察



Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

○観点別テストの実施
調査目的：生徒一人一人に各観点別の力がどのくらい定着しているのかを確

認するとともに，今後指導を行う上での参考とする。
実施内容：国語・社会・数学・理科・英語の５教科
時 期：平成１５年９月（１，２年 ，平成１６年１月（２年））

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（日時、場所、対象、会の目的等）○ 研究会、説明会等の開催実績及び開催予定
◆学力向上フロンティアスクール公表会

日 時：平成１６年１月２０日 １２時４０分～
場 所：瑞浪市立瑞陵中学校
対 象：東濃地区管内中学校
会の目的：学力向上フロンティア事業の指定校の研究成果を，管内中学校

に広める。

（学校としての創○ 研究成果普及のためのＨＰ作成、パンフレット作成等の実績
及び今後の予定意工夫を含む）

◆リーフレット及び研究紀要を作成し，公表会で参観者に配布

○フロンティアティーチャーとしての研究成果普及のための活動実績又は予定
◆公表会で研究成果を参観者に発表

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■ １５年度からの新規校 □ １４年度からの継続校

【学校規模】 □ ３学級以下 □ ４～６学級
□ ７～９学級 ■ １０～１２学級
□ １３～１５学級 □ １６学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
■ その他

【研究教科】 ■ 国語 ■ 社会 ■ 数学 ■ 理科
■ 外国語 ■ 音楽 □ 美術 ■技術・家庭
■ 保健体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 □ 無
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